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１、１、１、１、    研究目的研究目的研究目的研究目的    
 森林は環境保全を考える上で重要な社会資本であるという観点より、周辺森林が盆地内微気象に及ぼす影響を明らかに

する為、福井県大野盆地で森林部及び盆底内で熱環境調査を行った。また、その結果を元にMellor and Yamada（１９
７４)の level２．５乱流クロージャーモデルによる数値解析を行い、森林による盆地内への熱環境的影響を明らかにした。 
２、２、２、２、    観測概要観測概要観測概要観測概要    
 現地観測は１９９９年８月７日の１０時から翌８日の

１０時、９日の１０時から翌１０日の１０時まで２回に

わたり、図１の範囲で移動観測、定点観測を２４時間体

制で行った。市街地に位置する大野市役所と盆地の斜面

にあたる森山スキー場の２地点で、クリモマスター、タ

フトを用いて地上気温、相対湿度、風速、風向を測定し

た。また、市街地上空の風速、風向を測定する為、市役

所屋上で観測を行った。市街地郊外の中据工業団地では、

温湿度センサー、放射収支計、熱流計を用いて観測期間

の熱収支を測定した。森山スキー場では斜面風を把握す

る為、高さ９ｍのタワーに超音波風速温度計を取り付け、

風速、風向を測定した。 
３、３、３、３、    観測結果観測結果観測結果観測結果    
 図２は８月９日から１０日の森山スキー場での超音波

風速温度計より得られた斜面方向の風変動を示したもの

である。日中はほぼ６０分周期の風で、日射の影響がな

くなる１８時頃まで斜面を上昇風が吹いている。１８時

以降になると３０分周期の下降風が、日の昇り始める翌

日６時まで吹き続いている。図３は同日、同計器により

得られた、森山スキー場での気温変動である。風の変動

同様に日中は６０分周期の変動が見られ、夜間では３０

分周期で低下し続け、翌朝５時に最低を記録した。これ

ら２つの図より、太陽が出ている日中は斜面が熱せられ、

斜面上昇風が発生し、夜間は斜面上の空気が冷却されて

斜面下降風が発達していることが顕著に分かる。 
４、４、４、４、    解析方法解析方法解析方法解析方法    
 計算領域は図４に示す通り、福井県大野市を中心とし

て水平方向に森林域を含む３０ｋｍ×３０ｋｍ、盆底内

８ｋｍ×９ｋｍ、市街地２ｋｍ×２．５ｋｍとし、メッ

シュをそれぞれ大きい順に１ｋｍ、２５０ｍ、１２５ｍ 
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の３段階に分けて計算を行った。解析では樹高を 6ｍ、初期
風向は地表面の摩擦の影響を受けないと思われる上空５０

００ｍでの南向き６．０ｍ/ｓとし、午前６時から４８時間
行い、初期条件の影響がなくなる２日目の午前６時からの

２４時間を評価の対象とした。 
５、５、５、５、    解析結果解析結果解析結果解析結果    
 図５は現状での森林の割合で解析を行った、14時におけ
る気温・風ベクトル分布である。気温・風ベクトル共に地

上９ｍでの結果である。大野盆地は盆底で２９℃を越え、

森林部では２６℃以下と低温域となっている。この時間は

混合層が発達し、アスファルトや人工熱より発生した熱の

拡散により市街地では昇温化が進み、都市キャノピーが形

成されている。図６は図５の設定より、森林をなくした状

態での解析結果である。風速は現状より１．５倍になって

いるが、気温は３０℃を超える高温域が２倍以上に広がっ

ている。これは盆地周辺森林での蒸発散作用が、盆底内の

熱環境を緩和させる働きが大きい事を表している。 
 次にキャノピー内外の熱環境特性について把握する為に

計算領域を５ｋｍ×５ｋｍ、メッシュを１２５ｍ×１２５

ｍで領域の左半分に森林、右半分に市街地を想定して解析

を行った。図７はその中の境界付近を把握する為、中心部

２ｋｍを取り上げ、１４時における断面の気温と風ベクト

ルを示したものである。市街地では人工熱、地表面や構造

物の蓄熱、地表面の蒸発散量の減少より熱輸送が盛んに行

われ、上空にまで高温域が伸びている。逆に森林部では樹

木の蒸発散作用により、低温を保っていることが分かる。

また、市街地内に森林からの低温の風が吹き込むことによ

り、地表面付近では市街地と森林の境界から５００ｍまで

気温低下が見られる。しかし、この効果は森林内及び市街

地では粗度が大きく風が弱い事、そして双方の熱収支差に

より、境界付近で弱められ、市街地の奥までは効率的な気

温低下は見られない。 
６、まとめ６、まとめ６、まとめ６、まとめ    
 今回の現地観測から日射の影響に伴う、斜面上昇

風・下降風の発生と大野市市街地の高温化を確認する

ことが出来た。数値解析では、盆地周辺森林の蒸発散

作用が、盆地微気象に及ぼす熱環境的影響について明

らかになった。さらに森林部より市街地内に風が吹き

込むことにより、市街地の昇温を抑制出来ることが判

明した。だが、森林内及び市街地では風が弱まること

から、この効果には距離的な限界がある。 
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